
大学生等による地域課題の解決支援(萩地域) 

 

《萩市明木地区》 

１ 実施主体 

  彦六・又十郎伝保存会 

２ 連携大学 

山口県立大学文化人類学研究室 

３ 支援活動の概要 

萩城築城時の褒賞として地域住民の困窮を救った彦六・又十郎の物語を次世代へ伝承し、

地域づくりを推進するため、現地調査、イベント等の支援 

(現地調査等) 

○ 平成 25年 7月 2日(火) 

  萩往還現地調査 

○ 平成 25年 7月 17日(水) 

   説明板の改修 

○ 平成 25年 8月 7日(水) 

ポスター等の作成打ち合わせ 

○ 平成 25年 8月 23日(金) 

   案内標識の設置 

○ 平成 25年 9月 8日(日) 

 明木地区文化財に係る情報交換 

 (イベント支援) 

○ 平成 25年 10月 16日(水) 

「彦六・又十郎四百年祭」の協議 

○ 平成 25年 11月 30日(土) 

  「彦六・又十郎四百年祭」において「明木探訪」のプレゼンテーション 

（その他） 

 ○ 四百年祭のチラシ作成、明木七観音、八景の探訪、撮影、明木七観音の御詠歌学習、 

   明木の特産品を使った「食べるラー油」開発 

 

7月 17日活動 8月 23日活動 


